
（社）日本都市計画学会 都市計画報告集 No.  10, 2011年 8 月 
Reports of the City Planning Institute of Japan, No. 10, August, 2011 

 

住宅の機能を代替する施設の立地と住宅分布の時空間構造分析
Spatio-temporal Structure Analysis on Locations of Facilities to Replace Functions of Houses and Residential 
Population
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The purpose of this study is to analyze the relation between residential distribution and locations of facilities 
that replace the functions of houses in terms of spatio-temporal behavior of people. Among the functions, meal 
was focused on. In terms of both energy and cost, the study compared the case that residents use facilities and 
the case that they do not, and areas where it is advantageous to use the facilities were determined. The results 
of analysis on the population composition in and out of the areas show that the proportion of single households 
was slightly higher than other households in the areas, and that the proportion of the population aged 29-15 in 
the areas was slightly higher than the population of the other generations.
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１．はじめに
１．１　研究の背景と目的
　戦後のわが国における家族構成変化は、核家族化、小規
模化、多様化といった言葉で語られることが多い 1)。核家
族に分類される世帯の中でも、夫婦と子からなる世帯の減
少や、夫婦のみの世帯の増加等に見られるように、家族の
小規模化と多様化が進んでいる現状がある。また、単身世
帯は一貫して増加しており、2010年国勢調査の速報 2)に
よれば、単身世帯割合は30%を超えた。
　このような社会変化の過程で、人々の生活行動もまた
様々に変化している。食事を例にとると、食卓を囲んでの
家族での食事、スーパーやコンビニエンスストア（以下コ
ンビニと呼ぶ）の弁当、ファミリーレストラン（以下ファ
ミレス）等での外食等、近年の食事形態は多種多様である。
特に外食や店舗での食事購入という行為は、家で行われる
「食事」という行為が住宅の外へ流出した結果である。つ
まり、食事行動を満足する機能が、住宅の外に存在すると
いうことである。生活行動の多様化の中で、住宅の機能を
外に求める消費者が現れ、それに応える施設が展開する、
あるいはその逆のように、住宅の機能を代替し得る施設の
立地と、それを求める消費者の居住分布とは、互いに密接
に関わっていると考えられる。
　以上を踏まえて、本研究では、住宅の機能が都市へ流出
することで都市空間を形成していると想定し、住宅の機能
を代替する施設の立地と人口分布との関連を分析する。特
に、時間地理学 3) の概念を基に、住宅と住宅の機能を代
替する施設における人々の生活行動に着目し、両者の関係
で形成される都市の時空間構造の分析によって生活と都市
の関係性を探ることを、本研究の目的とする。

１．２　研究の位置づけ
　居住地選択には通勤の利便性という要素が深く関わって
いるが、日常生活をより便利かつ快適に行える場所である
こともまた重要な要素である。
　生活利便性と居住地選択の関連について分析した研究は
数多く、例えば貞広4)は、アクセシビリティの観点から様々
な業種の施設の立地と人口密度分布との関連について分析
した。森永・有馬・萩島・坂井 5) は、福岡市東区の122
業種の生活利便施設を抽出し、その立地を都市基盤、人口、
用途地域と関連から分析している。内原・吉川 6) は浜松
市と金沢市を対象として、人口社会増減と生活利便性との
関連に着目して、コンパクトシティを謳う都市の実態を検
証した。
　施設利用者の行動を時空間的に捉え施設立地を分析した
研究例として、瀬川・貞広 7)や田原・大佛 8)が挙げられる。
瀬川・貞広 7) は時間地理学を踏まえつつ、GISに立脚し
て保育施設の最適な位置や延長保育の効果を算出し計画立
案を支援するシステムを開発した。田原・大佛 8) は、東
京都市圏パーソントリップ調査を用い、自宅、保育園・幼
稚園、就業地との空間的位置関係に着目して送迎圏域モデ
ルを構築し、現実空間における送迎圏域モデルの適合性を
検証している。
　このように、生活利便性やアクセシビリティの観点から、
都市の人口分布と施設立地との関連を分析した研究は多い
が、その中で「住宅の機能の代替」9)という点に着目して
都市を分析したものは少ない。実際の居住地選択は個人個
人が異なる判断をし、中には住宅の機能を代替する施設と
の時空間的な位置関係を重視する人もいると考えられる。
また、そうした居住地志向は、年齢、世帯形態によって異
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表 1　施設データと代替タイプの分類表 1　施設データと代替タイプの分類

表 2　記号の定義表 2　記号の定義

なると考えられ、その点に焦点を当て検討した研究は管見
では見当たらない。人々の行動を時空間的に捉えること、
住宅の機能を代替する施設の立地と年齢、世帯形態別の人
口分布との関係を明らかにすることは、本研究の特徴とし
て位置づけられる。
　なお本論文は、以上に述べた「住宅の機能を代替する施
設と人口分布との時空間的関連」を分析する一連の研究の
初期段階として位置づけられ、パイロットスタディ 10) を
基に全面的に再検討したものである。ここでは代替される
住宅の機能として「食事」に特化して分析を行う。食事は
住宅外の施設で代替が起こりやすい行為であり、研究の試
行段階の対象として適切と判断したためである。

２．研究の方法
　施設を利用する場合、移動負荷や施設の利用費がかかる。
住宅内でその行動を満たす行為をした場合、移動負荷はか
からないが準備や片付けの手間がかかる。ここでは、かか
る手間と費用と時間について、施設を利用する場合、利用
しない場合についてそれぞれ定量化する。本論文では時間
制約の大きい朝の行動に着目して分析を行う。住民は、負
荷・コストの小さいほうの行動を選択するものとし、施設
利用が低コストである領域 (以下、領域と呼ぶ )、すなわち、
住宅の機能を代替する施設の利用が促されやすい領域を導
く。その領域の内と外とで住宅の世帯形態や年齢別人口を
比較し、住宅の機能を代替する施設の分布と、年齢別、世
帯形態別の居住分布との関係を検証する。
２．１　住宅の機能
　NHK国民生活時間調査 3)の行動分類を基に住宅内で行
うことが可能な行為を抽出する。また、各施設で行われて
いる行為を分類し、住宅内で行うことが可能な行為を有す
る施設を「住宅の機能を代替する施設」とする。
２．２　行為の分類
　住宅でのどんな行為を代替しているかという観点から、
施設で行う行為の代替タイプを3種に分ける。また、各
施設で行う行為をNHK国民生活時間調査に基づいて分類
した住宅の機能とすり合わせる（表1）。
２．３　施設の利用
　以下では表2に定義した記号を用いて、施設利用の手
間とコストを定量化して利用範囲を導く。
（１）立ち寄り利用
　目的地に行く途中に施設に立ち寄り利用する場合（図１
右下）と利用せず目的地に行く場合（左上）を比較する。
本研究では目的地を最寄り駅として分析を行う。なお、エ
ネルギーとコストについては簡単に単位換算できないた
め、二通りの式を立て、それぞれについて施設利用を促す
領域を求める。
　（1）、（2）式をそれぞれ満たす領域は、代替行為の時間
の長さにより施設の利用金額と利用時間に制約が課され
る。領域の概形は、目的地を結ぶ直線を軸とする楕円と、
施設および目的地の位置で決まり、立ち寄り利用した場合

TP WP+WS+TC WC+TOD WM TOF WM+TF WF+TFD WM 1  

CP+TP K+CC+TC K+CS+TOD K TOF K+CF+TF K +TFD K 2  

WP ( )(kW) 
WS (kJ) 
WC (kW) 
WF (kW) 
WM ( )( kW) 
CP ( )   CC ( )
CS ( )  CF ( ) 
TP (s)  TC (s) 
TOD (s)   TOF (s) 
TF (s)               TFD (s) 
TFO (s)        K /s  

に生活機能を都市へ流出させやすい領域と言える (図2)。

（２）往復利用
　施設のほかに目的地があった立ち寄り利用とは異なり、
施設そのものが目的地になる。施設を利用する場合 (図3
上 )と利用せず住宅内で行為をする場合 (下 )を比較する。
（3）、（4）式を満たす利用領域は施設を中心とする円で決
まり、往復利用した場合に生活機能を都市へ流出させやす
い領域と言える (図4）。

TP WP+WS+TC WC TOF WM+TF WF+TFO WM   3  

CP+TP K+CC+TC K+CS TOF K+CF+TF K+TFO K 4  

２．４　領域の計算方法
　式に代入する各要素の算出方法の概略を表3に、式に
よる領域の概形図を図2、4に示す。式に平面直角座標系
による施設と駅の座標を代入し、領域の計算を行った。
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図 5　調査範囲図 5　調査範囲

表 3　主な要素の算出方法表 3　主な要素の算出方法

図 3　往復利用の比較法の例図 3　往復利用の比較法の例

図４　往復領域の概形図図４　往復領域の概形図図 2　立ち寄り領域の概形図図 2　立ち寄り領域の概形図

図 1　立ち寄り利用の比較法の例

調査範囲
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２．５　住宅分布について
　住宅点の座標は平成13年度の東京都都市計画基礎調査
建物現況による住宅の建物ポリゴンデータの図形中心点と
する。また、住宅床面積は、用途が住居のものは、建物面
積に階数を乗じたものとし、用途が商業、工業併用住居の
ものは、建物面積に階数を乗じたものの半分とした。
　平成17年国勢調査による世帯人員別一般世帯数、年齢

5歳階級別人口の小地域集計データを用いることとし、そ
れを得られた住宅床面積に応じて按分し、各住宅に割り付
けた。
　こうして得られた座標について領域内か領域外か判定
し、それらを集計する。なお3章以降の分析は、駅付近
に領域が集まることなどによる駅の影響を考慮するため、
駅からの距離帯別に行うこととした。

３．分析と考察
３．１　対象地域
　調査範囲は図5に示した八王子市、多摩市、日野市、
町田市を中心とした横浜線片倉駅、八王子みなみ野駅、京
王相模原線南大沢駅、京王堀之内駅、京王多摩センター駅、
多摩都市モノレール松が谷駅、大塚帝京大駅、中大明星大
駅、多摩動物公園駅、程久保駅、高幡不動駅、京王線南平
駅、平山城址公園駅、長沼駅、北野駅の計15駅で囲まれ
る地域とする。
３．２　領域の描画
　住宅のプロットに領域内外の判定結果を反映して地図化
したものを図6～9に示す。以下、それぞれの図の説明
を行う。
　図6はファミレスの立ち寄り利用におけるenergy領域
式による図である。これは総移動距離1200m以内かつ施
設に立ち寄ることで、住宅内でそれに相当する行為を行う
よりもenergyを抑えることのできる領域図である。総移
動距離1200mの徒歩圏の設定により、駅の付近に施設が
立地することで領域は大きくなるが、駅の近くに住む住民
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図 6　energy 領域図 _ファミレス立ち寄り利用図 6　energy 領域図 _ファミレス立ち寄り利用

図 7　cost 領域図 _ファミレス立ち寄り利用図 7　cost 領域図 _ファミレス立ち寄り利用

図 8　energy 領域図図 8　energy 領域図

図 9　cost 領域図図 9　cost 領域図図 10　世帯人員別世帯数と年齢別人口の別領域内外比図 10　世帯人員別世帯数と年齢別人口の別領域内外比
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は駅まで移動するenergyがもともと少ないため、施設を
利用することによるメリットも小さくなり領域外となる。
これは、施設を中心とした円が駅と施設との位置関係で大
きさを変える楕円により切り欠かれるためである。
　図7はファミレスの立ち寄り利用におけるcost領域式
による図である。これはファミレスの利用料金が高く、滞
在時間が長いので図6のenergy領域式による領域図より
領域が限られる。
　立ち寄り利用の領域図に一貫して言えることは、施設
が駅の付近に立地することと、住宅の位置が徒歩圏の
1200m付近に存在する場所に領域が生まれることであ
る。
　これにより、この領域図では京王堀之内駅に極めて近い
位置にある施設のみが徒歩圏1200m付近に領域を描くこ
とになる。
　また、今回施設を利用料金が低く滞在時間が短いコンビ
ニと利用料金が高く滞在時間が長いファミレスを例に分析
を行ったが、ファストフード店のような利用料金が低く、
滞在時間が長い施設を分析対象とすることで、この領域図
が広がることが考えられる。今後の課題として、他の施設
について分析を行い各施設の領域の特徴を探る必要があ
る。
　図8は立ち寄り利用、往復利用いずれかの利用法によ
りコンビニ、またはファミレスを利用することで、住宅内
で行う相当行為よりもenergyを抑えることのできる領域
図である。この図は図6、7に示した立ち寄り利用による
領域、そして往復領域により施設が立地する周辺は領域内
となるが、通勤を想定した時間制約の中での領域計算であ
るため、利用料金が高く、滞在時間が長いファミレスを往
復利用することによりenergyを抑えることができないた
め、ファミレスの周辺は必ずしも領域内とならない。
　したがって、この領域外の住宅点は施設を利用するより
も住宅内で相当行為を行ったほうがenergyを抑えること
のできるということが言える。
　図９は、図８をcost でみた結果である。energyの領
域図と大きな差が見られないのは、利用料金が低く滞在時
間が短いコンビニによる影響と見られる。
３．３　構成比率の考察
　図10に世帯人員別世帯数と年齢別人口の領域内外比を
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図 11　全領域内外比図 11　全領域内外比 図 12　距離帯別領域内外比図 12　距離帯別領域内外比 図 13　距離帯別の世帯人員別世帯数と年齢別人口の分布図 13　距離帯別の世帯人員別世帯数と年齢別人口の分布
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図 14　距離帯別に見た領域内率の世帯人員別、年齢別の変化図 14　距離帯別に見た領域内率の世帯人員別、年齢別の変化
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示す。図11からわかるようにこの地域の領域内率は87
％である。世帯形態別、年齢別に見てもは世帯形態、世代
にかかわらず85％に上ることがわかる。さらに、わずか
ではあるが単身世帯、若年世代が他に比べ領域内に分布し
やすい傾向があるといえる。
　駅からの距離帯に着目したとき、領域がどのような場所
に広がるかを図12より確認する。このグラフから領域は
基本的に駅に近い部分に多く、離れるほど領域は小さくな
っていくことがわかる。しかし、最も領域内率が高い距離
帯は駅から500～ 1000mであり、領域内率は98％であ
る。距離帯によって領域の広がり方に差があることがわか
る。
　そこで図13に距離帯別の世帯人員別世帯数と年齢別人
口の分布を示す。最も領域内率が高かった500～1000m
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の距離帯に多く住むのは単身世帯と15歳から29歳の若
年世代である。
　図14は、距離帯別の領域内率から世帯形態、年齢に
おける領域内率がどの程度変化しているか示す図であ
る。例えば、ある距離帯の領域内外比が5:5だとするとき、
その距離帯の各世帯、年齢も一様に分布するのなら5:5
になる。従ってこのグラフは絶対値が大きいほど、領域の
距離帯内における相対的な影響が強いといえる。また、プ
ラスになっている世帯、年齢は領域内に偏って分布するこ
とを示す。
　絶対値が大きいことから世帯形態よりも世代のほうが領
域の影響を受けやすいことがわかる。また駅から離れるほ
ど、相対的に領域の影響を受ける世帯、人口の割合が増え
る傾向がある。
　500～1000mの距離帯では、絶対値が小さいことから、
どの世帯人員でもどの年代でも領域内外の比率の点でほぼ
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一様に分布していると言える。
　逆に最も領域に依存して分布している割合が高い距離帯
は2000～ 3000mで、世帯形態で見ると、3人以上の世
帯は領域内に分布する傾向があり、年齢別にみると、0歳
から14歳と30歳から44歳の世代は領域内に依存して
分布することがわかる。

４．　おわりに
４．1　知見の総括
　本論文で得た知見を以下にまとめる。
　第一に、ファミリーレストランを利用する場合と、コン
ビニを利用する場合とでは、施設利用時の支払い単価や滞
在時間が異なるため、施設利用の方が低コスト、低エネル
ギーである領域の大きさが異なることがわかった。
　第二に、単身世帯は2人以上世帯よりも領域内に分布
する傾向が強いことを示した。当初の予想では、住宅の機
能を充足しにくいであろう単身世帯が、代替施設を使いや
すい領域内に分布すると考えられたが、分析の結果、単身
世帯はわずかではあるが他の世帯形態よりも領域内により
多く分布する傾向があることがわかった。また、駅からの
距離帯別に分析を行うと、世帯人員が多い世帯は、他の世
帯よりも駅から離れるほど領域内に分布する傾向が見られ
た。
　第三に、年齢別の分析結果から15～29歳の若年の世
代は領域内に分布しやすい傾向にあることがわかった。上
記の単身世帯の傾向と若年世代の傾向が一致することか
ら、この結果の一因となるのは若年単身世帯の分布である
と考えられる。また高齢者については、他の世代に比べ最
も領域内に住む人口が少なく、駅から離れるほどその傾向
は強くなっていくことがわかった。
４．2　今後の課題
　本論文における領域判定については、直線距離での分析
により判定を行ったが、ネットワーク距離でのより精緻な
分析を行い、結果の比較をする予定である。
　また、本論文で扱った住民の時空間行動は「朝」に限定
したものであり、「晩」の行動についても同様の検討を行
う必要がある。
　最後に、ここで扱った施設は、滞在時間が短く利用料金
が比較的安いコンビニと、滞在時間が長く利用料金が比較
的高いファミレスとしたが、例えばファストフード店のよ
うな両施設の間となるようなものについて分析を行う必要
性が示唆された。これに関連して、領域図はいずれかで施
設利用が有利であれば「領域内」と判断している。こうし
た分析を他施設他業種においても同様に行い、描かれる領
域に重みを付けて、住宅分布・人口分布との関連を検証す
ることが必要である。
　このような課題を踏まえ、多数の施設や多条件における
検討を重ね、生活利便性を時空間的に把握する都市モデル
の構築を行うことが、本研究の次の目標となろう。
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